
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

入場無料 
 

 観覧自由

愛媛大学図書館が所蔵する鈴鹿
す ず か

文庫
ぶ ん こ

は、神道家の鈴鹿三七
さ ん し ち

氏（京都市左京区）の旧蔵書。  

鈴鹿家が中世以降の神道家であるために蔵書の中心は神道関係であるが、新たにその中から宋版
そうはん

「中阿含
ちゅうあごん

経
きょう

」および宋版
そうはん

「宗
す

鏡録
ぎょうろく

」が見いだされた。これらの資料は宋代の中国と日本との交流を推し

量る上で貴重な新発見資料であり愛媛県における新たな文化財足りうる大きな可能性を秘めている。

平成１８年１１月１１日（土）～１１月１９日（日） 10:00 ～ 17:00 

愛媛大学図書館 ３階ラウンジ 

愛媛大学図書館 2006 年（開学記念日事業）企画展 

展 示 

基 調 講 演 
「解説 －鈴鹿文庫について－」 

福
ふく

田
だ

 安
やす

典
のり

（愛媛大学教育学部助教授） 

シンポジウム 
司   会  福田 安典 （愛媛大学教育学部助教授） 
パネリスト 萩原  哉  （善通寺宝物館学芸員） 

加
か

藤
とう

 国
くに

安
やす

 （愛媛大学教育学部教授） 
邢
しん

  東
どん

風
ふぁん

（愛媛大学法文学部教授） 
 

 主催・問い合わせ先 

愛媛大学図書館：松山市文京町３（〒790-8577）  
TEL 089-927-8835 / FAX 089-927-8847 / 電子メール soumu@lib.ehime-u.ac.jp 
URL http://www.lib.ehime-u.ac.jp/ 

鉄砲町 松山赤十字病院前

正門

西門 

図書館

愛媛大学

総合情報 
メディア 
センタ－ 

平和通り 

至道後

道後樋又通り
至護国神社

至大街道

松山大学

鈴鹿文庫の貴重書 -900 年前の書物が語るもの- 

１１月１２日（日） １３：３０～１５：００ 
愛媛大学総合情報メディアセンター内 メディアホール 

（土・日 開館） 

後援 愛媛県教育委員会  

特 別 講 演 

「文化財の保存と活用 
― 四国地区の仏教美術作品を中心として ―」 

萩
はぎ

原
わら

 哉
はじめ

 （善通寺宝物館学芸員） 

 

愛媛大学教育学部 愛媛大学法文学部  
愛媛大学地域創成研究センター 

日時 

場所 

愛媛大学図書館『鈴鹿文庫』の貴重書 

＊駐車場がありませんので，公共の交通機関をご利用ください。 

講 演 会 

共催 

１２世紀の資料 

新 発 見!!  

宋
そ う

版
はん

 『中
ちゅう

阿
あ

含
ごん

経
きょう

』 

【１２世紀末のもの】 

 

宋
そ う

版
はん

 『宗
す

鏡
ぎょう

録
ろ く

』 

【１２世紀前半のもの】 



 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新発見資料 

鈴 鹿 文 庫 に つ い て 
鈴鹿家は京都市の吉田神社の社家として、中世以降卜部（うらべ）神道の伝統を継承してきた。鈴鹿連胤（すずか つらたね、 1795～1870）
は、近世後期に日本最古の辞書「新撰字鏡（しんせんじきょう）」を探求し、これを世に紹介した。鈴鹿三七（すずか さんしち）は、連胤

から四代目、京都大学で国文学を専攻し、大谷大学、ノ－トルダム清心女子大学、神宮皇学館大学教授を歴任し、関西の書誌学の開拓者と称

されている。昭和４２年、７９歳で没した。その夫人ゆきさんが元本学図書館長 井手淳二郎氏の妹にあたるというご縁で、その蔵書が本学

に一括購入（一部寄贈）されることになり、これを「鈴鹿文庫」と称することになった。収集された蔵書内容は、総数７、４３２点で、神道、

和歌、物語・随筆・日記、国語学、書誌学、外国語、美術、など多方面にわたる。 

 

 

 

 中国の宋王朝（１２世紀前半）の時代に刊行された版本（木版 
刷り）のテキストである。 

鎌倉時代中期、弘長元年(1261)に、金沢文庫(神奈川県横浜市)を 

創建した北条実時自身が中国に使者を使わし求め、一門の菩提寺で 

ある称名寺（しょうみょうじ）に寄進した宋版一切経（そうはんい 

っさいきょう）に含まれていたもので、歴史的に由緒あるものであ 

る。金沢文庫は、この「宗鏡録」も含めて宋版一切経すべてを国の 

重要文化財の指定を受けている。昭和９年発行の「書誌学」２ノ５ 

～６に、金沢文庫長の関 靖(せき やすし)博士の「金沢文庫書誌論 

考」(『金沢文庫研究紀要』第２号)が掲載されているが、その中にすでに鈴鹿三七氏所蔵の宋版「宗鏡録」巻 22 が、もとは金沢文庫の宋版

「宗鏡録」全 100 巻の一部だったと言及される。したがって、現在、本学図書館が所蔵する「宗鏡録」巻 22 は鈴鹿三七氏が金沢文庫所蔵の

ものを昭和９年以前に入手したものと考えられるが、その経緯は不詳である。 
 
 

 
 

 

 

中国の宋王朝（１２世紀後半）の時代に刊行された版本（木版 
刷り）のテキストである。 

中阿含経とは「阿含経のうちで中くらいの長さの経を収録した 
もの」の意。京都市東山区にあった三聖寺（さんしょうじ）の開創 

時（1249～1256 頃）、沙弥行蓮によって一切経がおさめられたが、 

文化 5 年（1808）、三聖寺の経蔵を撤去した際に、近江の学僧・ 

佐々木海量が所有することとなり、その後各所に分散したと見られ 

る。本学所蔵のものは、その一冊と考えられる。 

すぎょうろく 

『宗鏡録』について 

ちゅうあごんきょう 

『中阿含経』について 

愛媛大学図書館：（〒790-8577）松山市文京町３  
TEL 089-927-8835 / FAX 089-927-8847 / 電子メール soumu@lib.ehime-u.ac.jp 
URL http://www.lib.ehime-u.ac.jp/ 

愛媛大学図書館 鈴鹿文庫蔵書 『中阿含経』巻第五十六  

愛媛大学図書館 鈴鹿文庫蔵書 『宗鏡録』巻第二十二  

 

愛媛大学図書館 鈴鹿文庫蔵書 『大和物語』  

 

愛媛大学図書館 鈴鹿文庫蔵書 『日
ひ

次
なみ

紀
き
 事
じ
』  愛媛大学図書館 鈴鹿文庫蔵書 『日本書紀』 

（※写真は所蔵する神代巻 67 点のうちの 10 点） 

 




